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自
分
の
中
の
可
能
性
を
信
じ
、

　

挑
戦
す
る
こ
と
が
将
来
へ
の

�

土
台
を
つ
く
る

東
京
家
政
学
院
大
学

　

学
長　

天
野
正
子

ご
入
学
お
め
で
と
う
！　

み
な
さ
ん
は
今
日
か
ら

「
生
徒
」
で
は
な
く
、
晴
れ
て
「
学
生
」
で
す
。
生

徒
か
ら
学
生
へ
の
挑
戦
と
飛
躍―

入
学
式
は
そ
の

節
目
と
な
る
セ
レ
モ
ニ
ー
で
す
。

生
徒
と
学
生
の
一
番
大
き
い
違
い
は
何
で
し
ょ

う
？　
「
自
由
と
責
任
」
の
大
き
さ
の
違
い
で
す
。

た
と
え
ば
学
校
が
決
め
て
く
れ
た
授
業
に
出
席
し
、

先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た
問
題
を
解
い
て
い
れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
成
績
が
と
れ
た
高
校
ま
で
の
学
び
と
は
異

な
り
、
自
分
で
問
題
や
課
題
を
発
見
し
、
一
つ
ひ
と

つ
調
べ
、
解
決
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
、
大
学
で
の

学
び
の
基
本
で
す
。

自
由
度
が
大
き
く
な
る
分
、
学
生
の
あ
な
た
は
あ

ら
ゆ
る
面
で
自
ら
の
責
任
で
選
択
し
、
自
主
的
に
行

動
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
勉
強
、ク
ラ
ブ
活
動
、

バ
イ
ト
、
恋
愛
、
社
会
活
動
な
ど
、
ヨ
コ
一
列
に
並

ん
だ
営
み
か
ら
自
分
で
考
え
判
断
し
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
選
ん
で
い
く
。
特
別
に
何
を
す
る
の
で
も
な

く
、
学
生
生
活
を
無
意
味
に
す
ご
す
「
自
由
」
も
あ

り
ま
す
。

と
ま
ど
い
、
悩
み
、
迷
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
つ
ま
ず
き
や
失
敗
、
挫
折
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
経
験
か
ら
意
味
を
汲

み
と
る
こ
と
が
、「
自
分
の
道
は
自
分
が
選
ぶ
」
と

い
う
力
量
を
養
い
、
新
し
い
世
界
へ
の
出
会
い
を
用

意
し
て
く
れ
ま
す
。

本
学
は
、
今
年
で
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。
創

立
者
・
大
江
ス
ミ
先
生
の
建
学
の
精
神
は
、
現
実
を

と
ら
え
る
広
い
「
知
識
」（Know

ledge

）、
他
者
の

立
場
を
思
い
や
る
「
徳
性
」（Virtue

）、
生
活
課
題

に
取
り
組
む
「
技
術
」（Art

）
を
兼
ね
備
え
た
女
性

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
、
本
学
が
重
視
し

て
い
る
の
は
、
学
士
課
程
の
４
年
間
を
通
し
て
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
て
い
ね
い
に
向
き
合
い
、
そ

の
隠
れ
た
能
力
や
関
心
、意
欲
を
引
き
出
し
て
い
く
、

「
卒
業
成
長
値
」
を
高
め
る
教
育
で
す
。

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
な
か
の
人
間
と

し
て
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
本
学
の
先
生
の
教
育
力

や
施
設
、
時
間
を
活
用
つ
く
し
、
自
分
の
も
の
に
し

て
将
来
へ
の
土
台
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

平
成
25
年
度
学
友
会　

役
員
挨
拶

東
京
家
政
学
院
大
学

　
　

学
友
会
会
長塚

原
彩
美　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
大
学
生
と
し
て
新
し
い
生
活

が
始
ま
り
ま
す
。
最
初
は
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安

な
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

と
き
は
先
生
や
先
輩
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
を
温
か
く
迎
え
、
力
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
過
ご
す
４
年
間
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
で
は
、
学
科
を
越
え
て
友
達
を
作
っ
た
り
、

勉
学
や
部
活
動
等
に
積
極
的
に
励
み
、
実
り
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
学
友
会
役
員
決
定

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

会　

長　
　

塚
原　
　

彩
夏　
　

３
Ｄ
Ｃ

　

副
会
長　
　

卯
月　
　

愛
美　
　

３
Ｄ
Ｃ

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

副
会
長　
　

坂
本　
　

香
子　
　

３
Ｈ
Ｃ

　

会　

計　
　

林　
　

絵
利
子　
　

３
Ｇ
Ｂ

　
　

〃　
　
　

髙
橋　
　

彩
夏　
　

２
Ｈ
Ａ

　

監　

査　
　

小
池　
　

摩
凜　
　

２
Ｈ
Ｃ

　

渉　

外　
　

須
藤　

さ
つ
き　
　

３
Ｈ
Ｃ

　
　

〃　
　
　

國
井　
　

彩
花　
　

２
Ｈ
Ａ

　

書　

記　
　

田
中　
　

湧
巳　
　

３
Ｈ
Ｃ

　
　

〃　
　
　

久
々
宇　

晴
香　
　

２
Ｈ
Ｃ

繋
が
り
広
げ
る

「
現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー
」

「
現
代
生
活
学
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
始
ま
っ

た
「
現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
３
年
目
の
平
成

24
年
度
、
地
域
、
他
大
学
の
学
生
た
ち
、
支
援
を
求

め
て
い
る
人
、
そ
れ
に
国
際
的
な
分
野
で
繋
が
り
の

深
さ
と
広
が
り
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
代
家
政
学
科
は
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
の
た

め
学
生
に
何
が
で
き
る
か
を
討
論
し
、
健
康
栄
養
学

科
は
被
災
地
に
お
け
る
取
組
を
タ
イ
の
健
康
福
祉
政

策
と
比
較
し
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
学
生
の
作
品

を
日
本
最
大
級
の
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
に
出
品
し

て
他
大
学
の
学
生
と
交
流
し
ま
し
た
。
児
童
学
科
は

日
頃
の
成
果
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
還
元
し
よ
う

と
「
こ
ど
も
体
験
塾
」
を
開
い
た
と
こ
ろ
高
校
生
の

参
加
も
得
ら
れ
、
人
間
福
祉
学
科
は
、
こ
の
４
月
か

ら
児
童
養
護
施
設
等
か
ら
の
入
学
者
へ
の
学
費
等
減

免
制
度
が
導
入
さ
れ
る
の
を
機
に
、
施
設
職
員
や
修

学
支
援
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
者
を
招
い
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
学
生
の
積
極
的
な
取
組
が
見
ら
れ
、
今

後
の
展
開
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

11 月 17 日に千代田三番町
キャンパスのローズホールで
実施された健康栄養学科セミ
ナーでは、コンケン大学のカ
ニタ看護学部長が「地域と作
るタイの健康福祉政策」につ
いて講演されました。

外
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
24
年
12
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
、
町

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
第
６
回
外
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
新

た
に
「
保
護
者
会
会
長
賞
・
副
会
長
賞
」
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
様
も
多
数
ご
出
席
下
さ
り
、
高
レ
ベ
ル
の
コ
ン

テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
外
国
語
暗
唱
部
門
優
勝
は
生
活

デ
ザ
イ
ン
学
科
３
年
村
上
絵
美
さ
ん
、
準
優
勝
は
生

活
デ
ザ
イ
ン
学
科
３
年
談
艶
さ
ん
、
敢
闘
賞
は
日
本

文
化
学
科
４
年
肖
雪
さ
ん
、
健
康
栄
養
学
科
３
年
藤

木
由
美
さ
ん
、
同
学
科
３
年
秋
葉
球
江
さ
ん
、
生
活

デ
ザ
イ
ン
学
科
２
年
高
倉
由
麻
さ
ん
に
決
定
し
ま
し

た
。
日
本
語
弁
論
部
門
優
勝
は
現
代
生
活
学
科
３
年

儲
金
爽
さ
ん
、
準
優
勝
は
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
３
年

王
潔
洋
さ
ん
、
敢
闘
賞
は
現
代
生
活
学
科
３
年
魏
米

淇
さ
ん
、
現
代
生
活
学
科
３
年
徐
春
益
さ
ん
、
現
代

生
活
学
科
３
年
閔
旬
珠
さ
ん
、
人
間
福
祉
学
科
３
年

劉
鵬
瑶
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。

保
護
者
会
会
長
賞
に
は
儲
金
爽
さ
ん
が
、
保
護
者

会
副
会
長
賞
に
は
村
上
絵
美
さ
ん
と
魏
米
淇
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
は
、
ロ
ー
ズ
コ
ー

ト
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
催
第
２
回

Ｋ
Ｖ
Ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

in 

ア
リ
オ
橋
本

昨
年
12
月
１

日
（
土
）
ア
リ

オ
橋
本
店
に
て
、

第
２
回
目
と
な

る
生
活
デ
ザ
イ

ン
学
科
主
催
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

が
ア
リ
オ
橋
本
店
内
の
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
商

品
を
選
び
、「
テ
ィ
ー
ン
＆
キ
ッ
ズ
世
代
」「
自
分
た

ち
世
代
」「N

ew
 Fam

ily

世
代
」「
親
世
代
」
の
（
昨

年
度
よ
り
も
１
世
代
多
い
）
４
世
代
の
ス
タ
イ
ル
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
学
生
、
学
生
の
ご
家
族
、
教

職
員
、
地
域
の
方
々
が
モ
デ
ル
と
し
て
参
加
す
る
と

い
う
今
ま
で
に
は
な
い
企
画
・
演
出
の
シ
ョ
ー
で
す
。

開
催
日
当
日
は
多
く
の
お
客
様
を
得
て
、
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
学
生
主
体
型
の
地
域
連
携
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 24 年度大江賞受賞者および卒業式代表者

平成 24 年度大江賞受賞者は次のとおりです。
現代家政学科　西橋　綾香 日本文化学科　原田　　愛
健康栄養学科　岡﨑　史帆 工芸文化学科　千ヶ崎奈津子
児 童 学 科　大橋　奈知 人間福祉学科　武藤　絢美
住 居 学 科　大石　亜希 文化情報学科　丹所　富士
学 友 会 会 長　倉田奈緒美

平成 24 年度卒業式代表者は次のとおりです。
現代家政学科　河井　美結 日本文化学科　肖　　　雪
健康栄養学科　竹田　涼花 工芸文化学科　藤野　美羽
児 童 学 科　加藤　　静 人間福祉学科　小河原美里
住 居 学 科　金子　華波 文化情報学科　畑　　鶴南
答　　　　辞　船山　綾佳
送　　　　辞　塚原　彩夏

「特別公開講座」について

平成 24 年度の特別公開講座は、12 月 6 日（木）に千
代田三番町キャンパスのローズホールにおいて、落語家
の桂小文治師匠を講師にお招きし実施されました。また、
12 月 20 日（木）に町田キャンパスの大江スミ記念ホー
ルにおいて、東京家政学院短期大学の卒業生で園芸家の
ケイ山田氏を同じく講師としてお招きし実施されました。

千代田三番町キャンパ
ス・ローズホールの舞
台に設置した演台に
て、落語について講演
される桂小文治師匠

第 12 回神田雪だるまフェアの「雪だるま
コンテスト」で準グランプリを受賞した
チームの皆さん

クリスマス★女 3 世代
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第
12
回
神
田
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ア
で

本
学
チ
ー
ム
が
入
賞

平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
た
第
12
回
神
田
小
川
町
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ア

の
「
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
東
京
家
政
学
院
大

学
か
ら
現
代
家
政
学
科
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
参

加
24
チ
ー
ム
の
中
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
一
般
投
票
賞

（
見
学
者
の
投
票
で
の
優
勝
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

神
田
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ア
は
、
千
代
田
区
神
田
小

川
町
の
５
商
店
街
が
主
催
し
、
千
代
田
区
、
千
代
田

区
観
光
協
会
、
千
代
田
区
商
店
街
連
合
会
な
ど
が
後

援
し
、
群
馬
県
嬬
恋
村
と
提
携
し
て
嬬
恋
村
か
ら
約

70
ト
ン
の
雪
を
運
び
込
ん
て
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事

で
、
東
京
家
政
学
院
大
学
も
後
援
し
て
い
ま
す
。

雪
だ
る
ま
は
縦
１
ｍ
、
横
１
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
の
雪

の
塊
を
削
っ
て
作
成
す
る
も
の
で
、
毎
年
芸
術
的
な

作
品
や
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た「
タ
ワ
ー
彫
ル
ガ
ー
ル
ズ
」

チ
ー
ム
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
受
賞
。
一
般
投
票

賞
の
「
モ
モ
チ
ー
ズ
」
チ
ー
ム
の
「
リ
ラ
ッ
ク
マ
」

は
特
に
子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

ま
た
、
人
間
福
祉
学
科
の
学
生
有
志
も
メ
イ
ン
会

場
の
「
ち
び
っ
子
広
場
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力

し
、
フ
ェ
ア
の
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

「
東
京
家
政
学
院
大
学 

地
域
交
流
会
２
０
１
２
」

を
開
催

本
学
の
地
域
連
携
活
動
の
情
報
発
信
の
機
会
と
し

て
平
成
19
年
よ
り
西
武
信
用
金
庫
と
の
共
催
に
よ
り

年
１
回
開
催
し
て
い
る
「
東
京
家
政
学
院
大
学 

地

域
交
流
会
２
０
１
２
」を
、今
年
度
も
11
月
29
日（
木
）

に
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
交
流
会
で
は
、
今
年
度
に
実
施
し
た
６
件
の

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
学
生
か
ら
報
告

し
、
ま
た
、
発
表
の

合
間
に
は
ロ
ー
ズ

コ
ー
ト
に
お
い
て

連
携
事
例
の
ポ
ス

タ
ー
展
示
と
合
わ

せ
て
参
加
者
と
教

職
員
、
学
生
と
の
情

報
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、

学
内
外
合
わ
せ
て
１
０
０
名
以
上
が
来
場
し
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
学
生
さ
ん
た
ち
の
目
線
と
大
学
の
取
組
み
姿
勢
が

理
解
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
学
生
を

主
体
と
し
た
本
学
の
連
携
の
特
長
が
伝
わ
る
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
椿
と
の
連
携
・
協
力

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
前
に
１
７
０
の
ベ
ッ
ド
を
持

つ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
椿
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
、３
月
１
日
（
金
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
１
年
、
町
田
市
相
原
地
区
に
あ
る
大
学
と
特
養

と
の
連
携
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、（
１
）教
育
連
携（
２
）経
済
支
援
連
携（
３
）

研
究
研
修
連
携
な
ど
の
点
で
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
（
１
）
の
教
育
連

携
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
や
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
体
験
授
業
の
一
部
を
現
場
で
行
う
事
で
す
。

（
２
）
の
経
済
的
支
援
連
携
で
は
、
教
員
が
関
与
し

な
が
ら
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
少
し
で
も
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
連
携
で
す
。
こ
れ
は

大
学
に
と
っ
て
は
、
座
学
で
得
た
知
識
を
実
践
の
場

で
活
用
で
き
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。（
３
）
の

研
究
研
修
連
携
で
は
、
大
学
と
現
場
が
共
同
し
て
研

修
や
研
究
（
例
え
ば
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
や
プ
レ
イ
セ

ラ
ピ
ー
の
可
能
性
）
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
、
包
括
的
連
携
協
定

を
結
ぶ
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

家
政
学
部
・
人
文
学
部
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て

東
京
家
政
学
院
大
学
、
家
政
学
部
は
昭
和
38
年
か

ら
約
半
世
紀
、
人
文
学
部
は
昭
和
63
年
か
ら
約
四
半
世

紀
の
歩
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
両
学
部
は
平
成
22
年

度
か
ら
現
代
生
活
学
部
に
再
編
さ
れ
、
今
春
、
家
政
学

部
・
人
文
学
部
の
４
年
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。
学
生
た

ち
の
教
育
に
心
血
を
注
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
学
院
だ
よ
り
」
寄
稿
に
あ
た
り
、
29
年
前
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
家
政
学
部
が
移
り
、
人
文
学
部
が
設

置
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
3
号
棟
も

な
く
図
書
館
も
2
号
棟
の
一
角
に
あ
っ
た
新
校
舎
建

設
当
時
。
授
業
中
に
教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
に
小
鳥
た
ち

が
ぶ
つ
か
り
、
相
原
十
字
路
の
バ
ス
停
ま
で
は
栗
林

の
道
。
目
に
浮
か
ぶ
光
景
は
、
今
以
上
に
自
然
豊
か

な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
不
便
さ
を
跳
ね
返
す
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
満
ち
溢
れ
た
学
生
た
ち
が
行
き
交

う
姿
で
す
。
後
輩
は
先
輩
が
身
を
も
っ
て
示
し
た
Ｋ

Ｖ
Ａ
精
神
を
引
き
継
ぎ
互
い
に
支
え
あ
い
、
人
間
性

豊
か
な
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
こ
と
が

誇
り
で
す
。

い
ま
、
こ
の
２
学
部
8
学
科
は
、
現
代
生
活
学
部

5
学
科
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
東
京
家
政
学
院
大
学
の
今
後
に

ご
期
待
い
た
だ
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

家
政
学
部
長　

上
村　

協
子

 
人
文
学
部
長　

中
町
芙
佐
子

日本文化学科合同同窓会開催

３月３日（日）に京王プラザホテル「錦」において、
200 名に及ぶ卒業生や日本文化学科にゆかりのある先生
方が集まり、盛大にかつなごやかに日本文化学科合同同
窓会が執り行われました。

同窓生からは、在学中のエピソードや卒業後の生活が
報告され、社会のさまざまな分野で活躍されている様子

がわかりました。
また、最後に母

校のさらなる発展
を願って散会しま
した。

ローズコートにおける展示発表

平成 26 年度　東京家政学院大学　入試日程

■入試日程
入試種別 日 程 出   願   期   間　※ 1 試　　験　　日 合格発表日 入学手続締切日

ＡＯ入試

1 期 9 月 2 日（月）～ 9 月 11 日（水）

別に定められた
出願前の面談日

9 月 18 日（水） 9 月 27 日（金）

2 期 9 月 18 日（水）～ 9 月 26 日（木） 10 月 2 日（水）10 月 11 日（金）

3 期 10 月 9 日（水）～ 10 月 18 日（金） 10 月 23 日（水）11 月 1 日（金）

4 期 10 月 30 日（水）～ 11 月 7 日（木） 11 月 13 日（水）11 月 22 日（金）

5 期 12 月 3 日（火）～ 12 月 10 日（火） 12 月 13 日（金）12 月 20 日（金）

推薦入試
A 日程 10 月 17 日（木）～ 10 月 25 日（金）

窓口受付：10 月 28 日（月） ※ 2 11 月 3 日（日）11 月 6 日（水）11 月 14 日（木）

B 日程 11 月 18 日（月）～ 11 月 29 日（金）
窓口受付：12 月 2 日（月） ※ 2 12 月 8 日（日）12 月 10 日（火）12 月 18 日（水）

一般入試

S 日程 1 月 6 日（月）～ 1 月 16 日（木） 1 月 25 日（土） 1 月 29 日（水） 2 月 5 日（水）

A 日程 1 月 6 日（月）～ 1 月 17 日（金）
窓口受付： 1 月 20 日（月） ※ 2

2 月 1 日（土）
2 月 3 日（月） 2 月 4 日（火） 2 月 12 日（水）

B 日程 1 月 22 日（水）～ 2 月 5 日（水）
窓口受付： 2 月 6 日（木） ※ 2 2 月 13 日（木） 2 月 14 日（金） 2 月 21 日（金）

C 日程 2 月 20 日（木）～ 2 月 28 日（金）
窓口受付： 3 月 3 日（月） ※ 2 3 月 12 日（水） 3 月 13 日（木） 3 月 20 日（木）

センター試験
利用入試

A 日程 1 月 20 日（月）～ 1 月 31 日（金）
大学入試

センター試験
1 月 18 日（土）
1 月 19 日（日）

2 月 7 日（金） 2 月 14 日（金）

B 日程 1 月 29 日（水）～ 2 月 7 日（金）
窓口受付： 2 月 10 日（月） ※ 2 2 月 14 日（金） 2 月 21 日（金）

C 日程 3 月 6 日（木）～ 3 月 17 日（月）
窓口受付： 3 月 18 日（火） ※ 2 3 月 20 日（木） 3 月 27 日（木）

特別選抜試験
（社会人・

海外帰国子女）

A 日程 8 月 23 日（金）～ 8 月 30 日（金） 9 月 13 日（金） 9 月 18 日（水） 9 月 27 日（金）

B 日程 12 月 9 日（月）～ 12 月 16 日（月） 1 月 11 日（土） 1 月 15 日（水） 1 月 22 日（水）

私費外国人
留学生試験

A 日程 7 月 17 日（水）～ 7 月 31 日（水）
窓口受付：上記期間中※ 3 9 月 13 日（金） 9 月 18 日（水） 9 月 27 日（金）

B 日程 11 月 13 日（水）～ 11 月 27 日（水）
窓口受付：上記期間中 ※ 3 1 月 11 日（土） 1 月 15 日（水） 1 月 22 日（水）

編入学試験
学士入学試験

A 日程 8 月 23 日（金）～ 8 月 30 日（金） 9 月 13 日（金） 9 月 18 日（水） 9 月 27 日（金）

B 日程 12 月 9 日（月）～ 12 月 16 日（月） 1 月 11 日（土） 1 月 15 日（水） 1 月 22 日（水）

※ 1　出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※ 2　 推薦入試、一般入試（S 日程を除く）、センター試験利用入試（A 日程を除く）の窓口受付は、町田キャン

パス入試広報グループ窓口に限る。
※ 3　 私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広

報グループ窓口に限る。

平成 26 年度　筑波学院大学　入試日程
■推薦入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 10 月 28 日（月）～ 11 月 8 日（金） 11 月 17 日（日） 11 月 21 日（木）

Ｂ日程 12 月 2 日（月）～ 12 月 11 日（水） 12 月 15 日（日） 12 月 17 日（火）

■一般入試
区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 1 月 6 日（月）～ 1 月 24 日（金） 2 月 2 日（日） 2 月 6 日（木）

Ｂ日程 2 月 3 日（月）～ 2 月 21 日（金） 3 月 2 日（日） 3 月 6 日（木）

■大学入試センター試験利用入試
　［大学入試センター試験日：1 月 18 日（土）・19 日（日）］

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 1 月 27 日（月）～ 2 月 7 日（金） 本学独自の
学力審査は
ありません

2 月 20 日（木）

Ｂ日程 2 月 24 日（月）～ 3 月 7 日（金） 3 月 19 日（水）

■ AO 入試【セミナー型】

区分 セミナー
開催日

出願資格
認定通知日

出願期間
（消印有効） 本面談日 合格発表

１期 7 月 21 日（日） 7 月 25 日（木） 8 月 5 日（月）～
8 月 16 日（金）

本面談は
ありません

8 月 29 日（木）

２期 8 月 25 日（日） 8 月 29 日（木） 9 月 2 日（月）～
9 月 13 日（金） 9 月 24 日（火）

３期 9 月 8 日（日） 9 月 12 日（木） 9 月 17 日（火）～
9 月 27 日（金） 10 月 10 日（木）

４期 10 月 6 日（日） 10 月 10 日（木） 10 月 15 日（火）～
10 月 25 日（金） 11 月 5 日（火）

■ AO 入試【予備面談型 / 作品型】
区分 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表

１期 8 月 12 日（月）～ 8 月 23 日（金） 9 月 1 日（日） 9 月 9 日（月）

２期 9 月 17 日（火）～ 9 月 27 日（金） 10 月 6 日（日） 10 月 10 日（木）

３期 10 月 15 日（火）～ 10 月 25 日（金） 11 月 3 日（日） 11 月 7 日（木）

４期 1 月 6 日（月）～ 1 月 31 日（金） 2 月 9 日（日） 2 月 14 日（金）

５期 2 月 24 日（月）～ 3 月 7 日（金） 3 月 16 日（日） 3 月 19 日（水）

■ＡＯ入試面談日・キャンパス
面談実施日 現代

家政
健康
栄養

生活
デザイン 児童 人間

福祉

第 1 期 8 月 22 日（木） 千代田
三番町

千代田
三番町 町田 町田 町田

第 2 期 9 月 14 日（土） 〃 〃 〃 〃

第 3 期 10 月 5 日（土） 〃 千代田
三番町 〃 〃 〃

第 4 期 10 月 26 日（土） 〃

第 5 期 11 月 30 日（土） 町田 町田 町田

■オープンキャンパス日程予定
千代田三番町キャンパス 町田キャンパス

3 月 24 日（日） 24 日（日）

6 月 16 日（日） 23 日（日）

7 月 21 日（日） 14 日（日）、28 日（日）

8 月
3 日（土）、 4 日（日）、

18 日（日）
4 日（日）、25 日（日）

10 月 6 日（日） 6 日（日）

11 月
9 日（土）、10 日（日）

ＫＶＡ祭同時開催

12 月 7 日（土） 15 日（日）

（お問い合わせ先）
　東京家政学院大学・大学院
　〒 194-0292　東京都町田市相原町２６００番地
　町田キャンパス入試広報グループ
　TEL　０４２－７８２－９４１１
　URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
　E-mail　nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

■私費外国人留学生入試
区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 9 月 2 日（月）～ 9 月 18 日（水） 10 月 6 日（日） 10 月 10 日（木）

Ｂ日程 1 月 6 日（月）～ 1 月 16 日（木） 2 月 9 日（日） 2 月 14 日（金）

C 日程 2 月 17 日（月）～ 2 月 28 日（金） 3 月 16 日（日） 3 月 19 日（水）

■社会人入試
出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

1 月 6 日（月）～ 1 月 24 日（金） 2 月 9 日（日） 2 月 14 日（金）

■オープンキャンパス開催日時
4 月 28 日（日） 10:30 ～

5 月 26 日（日） 10:30 ～

6 月 23 日（日） 10:30 ～

7 月 21 日（日） 10:30 ～ ＡＯセミナー同時開催

8 月 11 日（日） 10:30 ～

8 月 25 日（日） 10:30 ～ ＡＯセミナー同時開催

9 月 29 日（日） 10:30 ～

10 月 26 日（土）

　 　 27 日（日）

10:30 ～ KVA 祭同時開催

2 月 23 日（日） 10:30 ～

3 月 16 日（日） 10:30 ～

■入試相談会
12 月 1 日（日） 10:30 ～ 12 月 8 日（日） 10:30 ～

■授業公開期間
7 月 22 日（月）～ 7 月 24 日（水）【3 日間】

（お問い合わせ先）
　筑波学院大学
　〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻３－１　入試広報グループ
　TEL　０２９－８５８－４８１５
　URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp　E-mail　nyushi@tsukuba-g.ac.jp 和やかに談笑する同窓生たち
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〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
TEL：029-858-4811（代表）
FAX：029-858-7388
URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp
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新
入
生
を
迎
え
て

筑
波
学
院
大
学

　

学
長　

大
島
愼
子

新
入
生
、
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

筑
波
学
院
大
学
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
、

Center of Com
m

unity 

と
い
う
文
部
科
学
省
の
Ｃ

Ｏ
Ｃ
構
想
を
実
現
し
、
創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
の
知

識
と
技
能
を
磨
い
て
社
会
に
役
立
て
る
特
性
を
培
う

Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
を
継
承
し
な
が
ら
、
次
代
を
担
う
若
者

を
育
成
い
た
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す
む
現
代
は
、
日
本
だ
け
の

価
値
観
で
は
な
く
、
広
い
視
野
が
必
要
で
す
。
本
学

で
は
１
年
生
、
２
年
生
に
は
「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン

パ
ス
に
」
大
学
か
ら
外
に
出
て
自
治
体
や
企
業
で
社

会
体
験
を
得
る
と
い
う
社
会
現
場
に
直
結
す
る
必
修

授
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
験
で
自
分
の
長
所
や
欠

点
、
適
性
を
見
出
し
、
自
分
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

知
識
が
必
要
か
、
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
し
っ
か
り
捉

え
て
、
専
門
知
識
を
積
み
重
ね
る
作
業
を
絶
え
間
な

く
続
け
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
創
造
に
つ

な
が
り
ま
す
。

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
に
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来
学
者

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
は
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

で
あ
る
「
第
三
の
波
」
と
い
う
本
を
出
版
し
ま
し
た
。

第
三
の
波
と
は
、
農
耕
社
会
が
世
界
中
で
確
立
さ
れ

て
い
く
過
程
が
「
第
一
の
波
」、
そ
れ
が
鉱
工
業
な

ど
の
産
業
化
社
会
と
い
う
「
第
二
の
波
」
で
完
全
に

改
変
さ
れ
、
そ
し
て
今
、
脱
工
業
化
社
会
、
す
な
わ

ち
情
報
化
社
会
と
い
う
「
第
三
の
波
」
に
よ
っ
て
一

新
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
産
業
社
会
は
大
量
生
産
、
大
量
消
費
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
球
上
に
無
尽

蔵
な
資
源
と
廃
棄
物
を
収
容
で
き
る
地
球
環
境
が
必

要
で
し
た
。
こ
れ
は
無
理
で
あ
る
か
ら
、
第
三
の
波

が
く
る
と
い
う
の
が
、
ト
フ
ラ
ー
の
予
測
で
し
た
。

こ
の
予
測
が
的
中
し
、現
代
は
情
報
化
社
会
で
あ
り
、

地
球
環
境
を
守
り
持
続
可
能
な
世
界
を
つ
く
る
こ
と

が
我
々
、
お
よ
び
未
来
に
向
か
う
皆
さ
ん
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
す
。

本
学
で
は
、
現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
情
報

ス
キ
ル
と
発
想
力
を
磨
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
能
力
と
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
を
学
び
ま
す
。

平成 25 年度学友会役員決定

　会　長　野濱　哲也
　副会長　井高　悠斗　　　和田　拓弥
　会　計　香取　　茜　　　鈴木　千賀
　　　　　田村　友洋　　　小島　健史
　書　記　鈴木　啓介　　　松本　俊太郎　　　中川　　唯
　広　報　小林　　哲　　　藤沼　荘介　　　　最上　大河

　渉　外　箕輪　有希　　　本田　裕太
　　　　　ブルガリビッチ　アントン　　　川村　匠
　会計監査　渡辺　悠太
平成 25 年度クラブ連合会
　委員長　正野　完治　　　副委員長　関本　和宏
第 23 回 KVA 祭実行委員会
　委員長　大江　道貴子　　　副委員長　太田　あかり

そ
し
て
国
際
社
会
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
生

き
る
活
力
を
得
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教

職
員
一
同
、
皆
さ
ん
の
充
実
し
た
学
生
生
活
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
学
友
会
会
長
挨
拶

筑
波
学
院
大
学

 

学
友
会
会
長　
　

 

野
濱
哲
也

平
成
25
年
度
、
筑
波
学
院
大
学
学
友
会
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
野
濱
哲
也
で
す
。
私
は
１
年
生
か
ら
学

友
会
役
員
と
し
て
、
学
友
会
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
る
と
、
ど
れ
も
鮮
明
に
思
い
出
せ
る
ほ

ど
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

少
な
か
ら
ず
障
害
が
あ
り
、
大
変
な
思
い
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
と
協
力
し
合
い
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
喜
び
は
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
Ｋ
Ｖ

Ａ
祭
で
の
活
動
で
す
。
例
年
、
学
友
会
で
は
「
仮
装

大
会
」
と
「
お
化
け
屋
敷
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
一
昨
年
と
昨
年
と
も
に
「
お
化
け
屋
敷
」
の

運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
企
画
は
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭

の
中
で
も
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
の
規
模
の
企
画
を

一
か
ら
運
営
し
て
い
く
に
は
様
々
な
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
が
、
学
外
か
ら
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
お
客

様
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
姿
を
見
て
、
や
っ
て
良
か
っ

た
と
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
会
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、
学
友

会
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
学
友
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
、
人
間
形
成
に
努
め
、
筑
波
学
院
大
学
の
発
展
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
組
織

で
す
。
私
た
ち
役
員
の
達
成
感
や
学
外
か
ら
の
お
客

様
が
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
も
学
友
会
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
重
要
で
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
の
た
め
の
活
動
と
考
え
た
時
に
、

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
が
私
た
ち
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て

は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
は
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
以
外
に
学
生
向
け
の
活
動

も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
特
に
そ
う
い
っ

た
活
動
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
学
生
に
よ
る
、
学
生
の
た
め
の
組
織

で
す
。
今
年
度
は
、
学
生
と
学
友
会
が
積
極
的
に
意

見
や
情
報
交
換
を
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

行
い
、
よ
り
良
い
活
動
が
行
え
る
よ
う
最
善
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
大
江
賞
受
賞
者
お
よ
び

卒
業
式
代
表
者

平
成
24
年
度
大
江
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科 

佐
久
間　

星
良

　

国
際
交
流
学
科 

斉
藤　

和
宏

平
成
24
年
度
卒
業
式
代
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
総
代 

佐
川　

貴
紀

　

国
際
交
流
学
科
総
代 

秋
山　

高
宏

　

答
辞　
　

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科 

菅
野　

智
世

　

送
辞　
　

経
営
情
報
学
科 

元
木　

将
人

卒
業
研
究
発
表
会

筑
波
学
院
大
学
の
卒
業
研
究
発
表
会
が
、
２
月
13

日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
に
国
際
交
流
学

科
は
２
会
場
で
、
午
後
は
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
が
４

会
場
に
分
か
れ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
国
際
交
流
学

科
で
は
「
英
語
教
育
の
比
較
～
日
本
・
韓
国
・
中
国
・

台
湾
」、「
日
本
の
空
港
問
題
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
デ
ザ
イ
ン
系
で
は
「
菓

子
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
と
研
究
」
の
発
表
や
数

人
の
グ
ル
ー
プ
で
25
分
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
に
関
す
る
発
表
や
つ
く
ば
市

か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
取
り
組
ま
れ
た
つ
く
ば
市

に
お
け
る
竜
巻
被
害
状
況
及
び
復
興
活
動
を
ま
と
め

た
ビ
デ
オ
作
品
の
制
作
に
関
す
る
発
表
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
「
つ
く
ば
竜
巻
被
害
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（URL

：http://

w
w

w
.tsukuba-w

ebtv.jp/video/　

コ
ン
テ
ン
ツ
は

YouTube

に
あ
り
ま
す
。）で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

経
営
・
経
済
系
で
は
「
観
光
業
と
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
の
今
後
の
動
向
」、
シ
ス
テ
ム
開
発
系
で
は

「O
penGL

を
使
っ
た

Android

ソ
フ
ト
開

発
」、「
３
点
照
明
に

よ
る
Ｃ
Ｇ
映
像
の
質

感
評
価
実
験
」
な
ど

ソ
フ
ト
開
発
か
ら
画

像
処
理
研
究
ま
で
幅

広
い
分
野
で
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地域の中学校で学生が活動（中学校で国際交流活動に
参加／震災支援講演会で講演）

12 月 12 日（水）、龍ヶ崎市の城ノ内中学校で行われ
た国際交流学習に留学生 11 名が招かれました。３年生
の全クラスで、生徒達から母国について多様な質問を受
けました。

また、10 月 31 日（水）、桜中学校で開催されたつく
ば市防災教育プログラムに、斉藤和宏さん（４年）、黒

田大貴さん（３年）、武
田直樹社会力コーディ
ネーターが参加しまし
た。「被災地の状況」「震
災支援活動」をテーマに
講演し、活動することの
意義を伝えてきました。

卒業研究発表会の様子

中学生の質問に答える本学留学生

筑
波
学
院
大
学
エ
ン
ブ
レ
ム
デ
ザ
イ
ン
決
定

筑
波
学
院
大
学

で
は
、
エ
ン
ブ
レ

ム
を
制
作
し
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
を

学
生
か
ら
募
集
し
、

最
優
秀
作
品
と
し

て
選
ば
れ
た
経
営

情
報
学
部
３
年
生

の
元
木
将
人
さ
ん
の
作
品
を
元
に
し
ま
し
た
。
エ

ン
ブ
レ
ム
の
由
来
は
、
筑
波
学
院
大
学
の
頭
文
字

の
「
Ｔ
」
を
し
な
や
か
で
躍
動
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
、

色
は
国
際
性
を
表
す
地
球
の
ア
ー
ス
ブ
ル
ー
で
も

あ
り
、
青
春
の
青
で
も
あ
る
濃
い
青
色
を
基
調
と

し
て
い
ま
す
。
本
学
院
の
建
学
の
理
念
で
あ
る

Know
ledge

「
知
識
」、Virtue

「
徳
」、Art

「
技

術
」
を
基
盤
に
、
国
際
化
す
る
社
会
に
対
応
す
べ

く
、
本
学
で
教
育
を
受
け
る
学
生
が
、
未
来
に
向

け
て
飛
躍
す
る
可
能
性
を
表
し
て
い
ま
す
。

エンブレム（白地バージョン）
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Knowledge

Virtue

Art

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

学
食
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
人
の
学
生
か
ら
学
長
室
に
「
学
食
改
善
の
要

望
」
と
題
し
て
プ
レ
ゼ
ン
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
学
友
会
、
女
子
会
、
学
生
有
志
と

学
生
委
員
会
と
で
学
食
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
会
合
を
重
ね
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

こ
れ
を
踏
ま
え
た
学
食
の
メ
ニ
ュ
ー
や
雰
囲
気
作
り

な
ど
へ
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。「
カ
レ
ー
フ
ェ
ア
」、

「
パ
ス
タ
フ
ェ
ア
」や
ク
リ
ス
マ
ス
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

が
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
学
食
が
少
し
ず
つ
活
気
づ
い

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
会
の
メ
ン
バ
ー
が
献
立

を
作
り
、
食
堂
の

方
に
依
頼
し
て
、

実
現
し
た
「
女
子

会
弁
当
」
も
好
評

で
し
た
。
今
後
は

地
産
地
消
の
献
立

な
ど
地
域
と
の
連

携
も
し
て
い
く
予

定
で
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｐ
学
生
報
告
会
と

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
開
催

１
月
22
日
（
火
）
本
学
に
て
、
１
年
間
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
学
年
報
告
会
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

（
第
16
回
）
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

１
年
生
は
11
組
が
活
動
の
特
徴
、
身
に
付
け
た

力
に
つ
い
て
、
２
年
生
は
８
組
が
30
時
間
以
上
の
活

動
で
得
た
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
、
自

分
た
ち
の
60
時
間
を
超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
６
組

が
熱
く
語
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
映
画
オ
ー
プ
ン

セ
ッ
ト
活
用
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
イ

ベ
ン
ト
実
践
、
児
童
養
護
施
設
で
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

教
室
、
つ
く
ば
市
と
気
仙
沼
市
で
の
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
活
動
な
ど
、
多
様
な
活
動
に
取
り
組
ん
だ

様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

外
部
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
か
ら
も
、

熱
心
な
質
問
や
、

３
年
間
活
動
し
て

き
た
学
生
た
ち
へ

の
励
ま
し
と
お
褒

め
の
お
言
葉
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
が

本
学
で
研
修
を
実
施

本
学
国
際
別
科
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
市
の
日
本
語
教
育
機
関Japanese Course

（
Ｊ
Ｃ
）
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

12
月
17
日
（
月
）、
Ｊ
Ｃ
が
企
画
す
る
日
本
語
・

日
本
文
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

高
校
生
と
大
学
生
計
９
名
が
来
学
し
ま
し
た
。
24

日
（
月
）
ま
で
本

学
で
日
本
語
や
日

本
文
化
の
授
業
を

受
け
た
り
、
市
内

の
高
校
訪
問
、
研

究
所
見
学
、
１
泊

２
日
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
様
々

な
体
験
を
し
ま
し

た
。
中
で
も
、
本
学
で
の
本
格
的
な
着
物
と
茶
道
の

体
験
は
大
変
好
評
で
し
た
。

短
期
間
の
研
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
放
課
後
を

使
っ
た
本
学
の
学
生
と
の
交
流
も
盛
り
上
が
り
、
互

い
の
友
情
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
の
日
本
へ

の
理
解
が
深
ま
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

中
華
大
学
と
の
交
流
提
携
事
業
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
研
修

筑
波
学
院
大
学
で
は
、
学
生
に
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
12
月
に
は
７
人
の
学
生
が
台

湾
の
中
華
大
学
へ
１
週
間
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

中
華
大
学
と
は
交
流
提
携
を
行
っ
て
お
り
、
７

月
に
12
人
の
中
華
大
学
の
学
生
を
迎
え
、
日
本
語

の
研
修
と
日
本
の
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
今

回
は
、
本
学
学
生
が
台
湾
を
訪
問
し
、
来
日
で
き

な
か
っ
た
中
華
大
の
学
生
さ
ん
に
向
け
て
日
本
を

紹
介
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、２
月
15
日
（
金
）
か
ら
３
週
間
の
予
定
で
、

５
人
の
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
市
に

あ
る
州
立
エ
デ
ィ

ス
・
コ
ー
ワ
ン
大

学
付
属
語
学
学
校

で
英
語
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
英
語

の
勉
強
は
も
ち
ろ

ん
気
候
、
文
化
の

違
い
を
体
験
し
刺

激
を
い
っ
ぱ
い
受

け
て
一
段
と
成
長

し
て
き
ま
し
た
。

２年生の野濱哲也さんパーソナルコンピュータ利用技術
学会全国大会で新人奨励賞を受賞

　経営情報学科２年生の野濱哲也さんは、11 月 25 日
（日）に立正大学（大崎キャンパス）で行われた第７回
パーソナルコンピュータ利用技術学会で「統計的思考育
成のためのデジタルテキストで利用可能なツールの開
発」という研究テーマで発表し、学会から新人奨励賞を
いただきました。野濱さんは２年生ですが、システム

開発に興味があり、垣花教授
の科研費の研究のためにｗｅ
ｂから使うことのできる統計
教育用のプログラムツールを
次々と開発しています。

考案された女子会弁当

実践科目学年報告会（３年生）の様子インドネシアの高校生と本学の学生

発表の様子

光
塩
会
か
ら
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

光
塩
会
会
長宗

像　

伸
子　

新
入
生
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
光
塩
会
は
東
京
家
政
学
院
に
学
ば
れ
た
方
々
の
同

窓
会
で
す
。
光
塩
会
は
創
立
者
の
大
江
ス
ミ
先
生
が
聖

書
の
中
に
あ
る
「
あ
な
た
方
は
世
の
光
で
あ
る
、
あ
な

た
方
は
地
の
塩
で
あ
る
」
と
い
う
聖
句
か
ら
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
が
社
会
や
家
庭
に
お
い
て
「
世
の

光　

地
の
塩
」
と
し
て
よ
い
働
き
を
す
る
よ
う
に
祈
り

を
も
っ
て
生
活
の
指
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
４
年
間
の
学
生
生
活
に
い

ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ン
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
学
ぼ
う
」「
こ
ん
な
楽
し
み
を
し
よ

う
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
頭
の
中
で
描
く
だ
け
で
は
な
く
、

ノ
ー
ト
を
１
冊
用
意
し
て
、「
ア
イ
デ
ィ
ア
ノ
ー
ト
」

と
表
紙
に
書
い
て
、
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
イ

メ
ー
ジ
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
頭

の
中
に
あ
る
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
を
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
書
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
こ

の
ノ
ー
ト
に
書
き
だ
さ
れ
る
項
目
の
一
つ
に
、「
食

事
は
１
日
３
回
、
規
則
正
し
く
と
る
こ
と
」
を
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
管
理
栄
養
士
と
し

て
長
年
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
先
輩
と
し
て
、
こ
の

４
年
間
、
健
康
の
源
は
普
段
の
食
生
活
に
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。
実
り
あ
る
学
生
生
活

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

あ
づ
ま
会
か
ら
新
入
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
づ
ま
会
会
長

澤
田　

三
和
子　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
東

京
家
政
学
院
へ
。

あ
づ
ま
会
は
、東
京
家
政
学
院
高
校
の
同
窓
会
で
す
。

東
京
家
政
学
院
は
、
今
年
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
学
院
の
中
庭
に
あ
り
ま
す
枝
垂
れ

桜
は
、
80
周
年
の
と
き
に
あ
づ
ま
会
で
植
樹
し
た
も

の
で
、
毎
年
新
入
生
を
歓
迎
し
、
き
れ
い
に
咲
い
て

く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
の
は
、
常
磐
祭
（
体
育

祭
、
文
化
祭
）
で
す
。
体
育
祭
で
は
元
気
な
皆
さ
ん

の
競
技
姿
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
は
直
接

お
目
に
か
か
り
、
交
流
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

あ
づ
ま
会
の
お
部
屋
も
あ
り
、
あ
づ
ま
会
の
歴
史
の

展
示
、
小
物
の
講
習
会
、
卒
業
生
の
手
作
り
品
の
販

売
、
そ
し
て
お
茶
の
用
意
も
あ
り
、
大
先
輩
と
お
話

を
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

あ
づ
ま
会
は
皆
さ
ん
が
明
る
く
健
や
か
な
学
院
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
の
紹
介

＊　

総
会
、
懇
親
会
の
開
催

＊
「 

あ
づ
ま
だ
よ
り
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
配
信

＊　

奨
学
金
給
付

＊　

校
章
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
販
売

＊　

常
磐
祭
の
参
加

　　　　

　皆様のご協力により、平成 22 年 6 月から開始しました「記念
募金」の額が、本年３月までの間に約６千万円となりました。
　ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。
　引き続き、「記念募金」にご支援、ご協力をお願いいたします。

　＜記念募金の状況：平成 25 年 3 月９日現在＞
 ●個人： 1,566 件 50,494 千円
　 　光塩会・あづま会 989 件 16,438 千円
 　役員 33 件 8,644 千円
　 　教職員 202 件 19,335 千円
　 　在学生保護者等 342 件 6,077 千円
 ●団体： 20 件 6,575 千円
 　（内 5,000 千円は光塩会からいただきました）
 ●企業： 13 件 5,810 千円

「東京家政学院創立 90 周年記念募金」報告と募集期間延長について
＜お知らせ＞
①　募集期間を平成 27 年 5 月 31 日まで延長いたしました。
② 　平成 23 年度の税制改正で「税額控除制度」が導入されました。

この制度は、寄付金が所得税から直接控除されるため、減税効果
が大きくなりました。

③ 　学校法人に遺贈した財産は、相続税の非課税財産になります。
ご相談は、募金事務局でお受けし、ご希望があれば信託銀行をご
紹介させていただきます。

④ 　団体の寄付金として「○○卒クラス会有志一同」からなどのご
寄付もお受けしております。

＜お問合せ＞　学校法人　東京家政学院　募金事務局
　　　　　　　ＴＥＬ　０３－３２６２－２２４２
　　　　　　　Ｅ -mail: bokin@kasei-gakuin.ac.jp

中華大学との交流の様子
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入
学
生
の
皆
さ
ん
へ

校
長

長
尾　

宏　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
中
学
生
は
６
年
間
、
高
校
生
は
３

年
間
、こ
の
家
政
学
院
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
格
通
知
を
受
け
取
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
み
な
さ
ん

は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
多
く
の
期
待
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
友
達
と
の
出
会
い

は
き
っ
と
皆
さ
ん
を
更
な
る
成
長
へ
と
導
い
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
は
決
し
て

楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
時
に
は
悪

気
の
な
い
不
用
意
な
発
言
で
、
誰
か
を
傷
つ
け
て
し

ま
い
友
人
関
係
が
壊
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
面
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
自
分
が
そ
ん
な
ピ

ン
チ
に
陥
っ
た
時
、ど
う
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

家
政
学
院
の
教
育
は
、
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
大
学

に
進
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
も

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
良
好
な
友
人
関
係
を
築
く

た
め
に
は
、
ま
ず
「
自
分
を
知
る
こ
と
」
つ
ま
り
、

自
己
を
客
観
視
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
本
校
の
「
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
教
育
」
で

身
に
つ
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、将
来
、

皆
さ
ん
に
訪
れ
た
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
く

れ
る
強
力
な
武
器
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
に
肝
心
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
ま
ず
、
基
礎
学
力
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

る
こ
と
、
そ
し
て
、
論
理
的
思
考
に
裏
付
け
さ
れ
た

応
用
力
の
あ
る
「
真
の
学
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
本
校
独
自
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
、
コ
ー
ス
別
の
授
業
、
習
熟
度
別
授
業
、
補

習
、
講
習
と
徹
底
し
た
少
人
数
で
の
指
導
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
の
適
性
を
見

極
め
、
皆
さ
ん
ひ
と
り
一
人
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
徹
底
し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。生

き
る
力
（
学
力
・
人
間
力
）
を
身
に
つ
け
、
そ

の
成
長
が
生
み
出
す
自
尊
の
心
（
自
分
を
好
き
で
い

ら
れ
る
、
大
切
に
思
え
る
、
誇
り
に
思
え
る
心
）
を

育
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育
成

を
目
指
す
本
校
の
教
育
力
に
期
待
し
て
下
さ
い
。

平
成
25
年
度
生
徒
会
役
員
決
定

２
月
22
日
（
金
）
に
中
学
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

生
徒
会
長
は
３
年
の
高
柳
奈
々
子
さ
ん
、
副
会
長
は

２
年
の
水
戸
部
祥
子
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。

中
学
生
徒
会
長

高
柳
奈
々
子
さ
ん　

中
学
副
生
徒
会
長

水
戸
部
祥
子
さ
ん　

※
高
校
の
生
徒
会
役
員
は
４
月
に
決
定
し
ま
す
。

中学生徒会長挨拶

　ごきげんよう。この度、中学生徒会長になりました高柳奈々
子です。
　私は、昨年の生徒会で副議長を担当していました。中３の
先輩方が生徒会の仕事を協力し合いながらこなしていく姿を
見て、私も会長としての自覚を持ち、執行部のみんなをまと
めていけるような会長になりたいと思っています。そして、

家政学院を盛り上げられるようにがんばります。一生に一度
しかない中学生活ですので、全校生徒が楽しく、充実した毎
日を過ごせるようにし、家政学院をもっと活気がある学校に
するように努力します。
　また、伝統の「ごきげんよう」という挨拶を気軽にできる
ような環境も作っていきたいと思っています。
　先輩方から学んだ事を活かし、家政学院の伝統を守りつつ
新しい学校作りに励みますので、よろしくお願い致します。

平
成
24
年
度　

高
校
卒
業
式

３
月
４
日
（
月
）

本
校
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
高
等
学

校
の
卒
業
式
が
、
厳

粛
の
う
ち
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
山
口
理
事

長
、
藤
山
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
は
じ
め
、
多
数

の
来
賓
や
保
護
者
の
方
々
を
迎
え
、
卒
業
生
の
門
出

を
祝
福
し
ま
し
た
。
皆
勤
賞
37
名
の
代
表
と
し
て
山

口
桃
子
さ
ん
が
、
ま
た
大
江
賞
は
生
徒
会
長
と
し
て

活
躍
し
た
ヤ
ジ
ッ
ド
・
ラ
ハ
マ
リ
ア
・
ア
ウ
フ
ァ
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
送
辞
は
在
校
生
を
代
表
し
て

河
野
沙
耶
さ
ん
が
読
み
、
答
辞
は
卒
業
生
を
代
表
し

て
高
橋
里
奈
さ
ん
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。

中
学
如
月
祭

２
月
22
日
（
金
）
に
中
学
如
月
祭
が
ロ
ー
ズ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。「
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」
と
は
一
般
社
団
法
人
日
本
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
育
協
会
が
主
催
す
る
、
小
～
高
校
生
を
対
象

と
し
た
「
自
分
で
決
め
た
目
標
に
挑
戦
す
る
」
大
会

で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
報
告
に
は
「
体
力
向
上
の
た
め

に
毎
日
腹
筋
す
る
」「
社
交
ダ
ン
ス
が
踊
れ
る
よ
う

に
す
る
」
な
ど
様
々
で
、
個
々
の
取
り
組
み
は
素
晴

ら
し
い
内
容
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
ク
ラ
ブ
や
有

志
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

充
実
し
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
送
別
会

２
月
23
日
（
土
）
に
高
校
送
別
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
団
体
は
高
校
生
ら
し
い
パ
ワ
フ
ル
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
団
体
の
中
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
先
輩
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
綴
っ
た
手
紙
を
朗
読
し
、
涙
す

る
３
年
生
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
や

有
志
団
体
の
気
持
ち
を
込
め
た
発
表
は
、
卒
業
を
迎

え
る
３
年
生
に
と
っ
て
、
在
校
生
と
と
も
に
過
ご
す

最
後
の
行
事
と
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

入
試
広
報
だ
よ
り

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
方
が
入
学
試
験
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
本
学
院
で
学
び
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
受
験
生
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
本
当
に
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
東
京
家
政
学
院
中
学
高
等
学
校
の
本
年
度

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
以
下
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
。

「
こ
こ
ろ
に
、
一
輪
の
バ
ラ
を
。」

誰
も
が
心
の
中
に
持
っ
て
い
る
大
き
な
夢
や
希
望

を
、本
校
の
校
花
で
あ
る
「
ば
ら
」
に
喩
え
ま
し
た
。

と
び
き
り
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
欲
し
い
、そ
し
て
、

東
京
家
政
学
院
で
「
夢
中
」
に
な
れ
る
何
か
を
見
つ

け
て
欲
し
い
、
と
い
う
願
い
も
込
め
ま
し
た
。

１
年
間
、
受
験
生
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
東
京
家

政
学
院
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ポケッタブルバッグ トートバッグ

高校送別会の様子

卒業証書授与

サ
ブ
バ
ッ
ク
の
導
入

本
年
度
よ
り
サ
ブ
バ
ッ
グ
（
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
・

ポ
ケ
ッ
タ
ブ
ル
バ
ッ
グ
の
２
種
）
を
導
入
し
ま
し

た
。
学
用
品
や
体
操
服
、
お
弁
当
な
ど
を
持
ち
運

ぶ
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
で
す
。
紺

色
を
基
調
と
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ス
の
襟
元
に
あ
る
Ｔ

Ｋ
の
マ
ー
ク
を
採
用
し
ま
し
た
。
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

は
女
性
ら
し
い
ピ
ン
ク
色
の
ス
テ
ッ
チ
を
あ
し
ら

い
、
ま
た
、
ポ
ケ
ッ
タ
ブ
ル
バ
ッ
グ
は
小
さ
く
折

り
た
た
ん
で
持
ち
歩
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。

2013 年度　東京家政学院中学校・高等学校校内説明会日程
※９月までの日程を載せてます

キャンパスツアー 説明会

中学校

4 月 27 日（土） 11:00 6 月 11 日（火） 10:00 保護者説明会

5 月 25 日（土） 11:00 6 月 23 日（日） 10:00 クラブ体験

7 月 15 日（祝） 10:00 授業体験

9 月 7 日（土） 14:00 学校説明会

高校

6 月 15 日（土） 11:00 7 月 21 日（日） 10:00 高校・大学合同オープンキャンパス

6 月 29 日（土） 11:00 8 月 3 日（土） 10:30 学校見学会

8 月 24 日（土） 10:00 オープンスクール

１）《キャンパツアー》は授業見学・施設見学・ミニ説明会を行います。
２）《保護者説明会》では校長が本校の教育方針を語ります。
３）《クラブ体験》は『在校生と一緒に、楽しいクラブ体験』をしていただきます。
４）《授業体験》は『入試科目の授業』を体験します。
５）《学校説明会》《学校見学会》は卒業生や在校生による学校紹介を行います。
６）《高校・大学合同オープンキャンパス》は、併設大学と合同の説明会です。併設大学の魅力をお伝えします。
７）《オープンスクール》は “ 授業 ” と “ クラブ ” 体験ができます。在校生がご一緒します。

中学・高等学校共通イベント
9 月 10 日（火） 11:00 ～ 14:00 体育祭（常磐祭第一部）

9 月 28 日（土） 10:00 ～ 15:00 文化祭（常磐祭第二部）　入試相談実施します。

9 月 29 日（日） 10:00 ～ 15:00 文化祭（常磐祭第二部）　　　〃

ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

東京家政学院中学校 ･ 高等学校　入試事務室
電話　03-3262-2559（入試専用ダイヤル）
FAX　03-3262-2223
URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/
E-mail　koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp
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私
は
「
ま
じ
め
」
と
は
言
い
が
た
い
学
生

で
し
た
。
課
題
の
提
出
も
間
に
合
わ
ず
、
先

生
に
「
だ
め
こ
ち
ゃ
ん
ね
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
３
年
生
の
と
き
、
杉
本
先

生
の
授
業
で
知
っ
た
建
築
家
に
惚
れ
込
ん
で

し
ま
い
、
門
を
叩
い
て
ア
ル
バ
イ
ト
に
通
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

設
計
事
務
所
の
仕
事
は
、
徹
夜
、
終
電
は

当
た
り
前
、
運
転
手
、
お
茶
汲
み
、
秘
書
の

役
割
ま
で
な
ん
で
も
あ
り
、
模
型
、
図
面
、

打
合
せ
資
料
を
作
成
し
、
打
合
せ
に
同
席
。

そ
れ
ら
を
先
輩
の
仕
事
を
見
て
ま
ね
て
覚
え

て
い
く
、
ま
さ
に
修
行
で
し
た
。
と
い
っ
て

も
、
研
究
室
の
延
長
の
よ
う
な
雰
囲
気
も
あ

り
、
気
に
な
る
建
築
を
見
に
行
っ
た
り
、
一

晩
中
し
ゃ
べ
っ
た
り
す
る
仲
間
が
い
ま
し

た
。そ

の
後
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
勤
務
も
経
験

し
、
結
婚
、
一
級
建
築
士
取
得
、
ゼ
ネ
コ
ン

設
計
部
に
い
た
夫
と
設
計
事
務
所
を
開
設
し

た
の
が
、
13
年
前
に
な
り
ま
す
。

自
分
た
ち
で
事
務
所
を
運
営
し
て
、
つ
く

づ
く
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

す
。
い
た
だ
く
仕
事
は
す
べ
て
、
ど
な
た
か

が
私
た
ち
を
思
い
出
し
て
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
も
の
で
、
舞
い
込
ん
で
く
る
仕
事
な
ど

ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
信
頼
を
裏
切
ら
な

い
よ
う
、
が
ん
ば
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

建
築
の
世
界
は
、
圧
倒
的
に
い
ま
で
も
男

性
社
会
で
す
。
そ
の
な
か
で
男
女
差
を
感
じ

ず
に
仕
事
が
で
き
る
の
は
、
女
性
建
築
家
の

先
輩
方
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
な
に

よ
り
も
、
私
が
仕
事
を
続
け
て
い
ら
れ
る
の

は
、
夫
と
娘
の
お
か
げ
で
す
。

結
婚
18
年
、
子
育
て
９
年
、
い
ま
だ
に
実

家
の
母
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を

懺
悔
し
ま
す
。

で
も
建
築
家

で
す
、
と
名

乗
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ

と
は
、
母
校

に
ご
報
告
し

た
い
こ
と
で

す
。

住
居
学
科
２
期
生
、
25
年
目
の
報
告

 

東
京
家
政
学
院
大
学　

住
居
学
科
卒
業

鈴
鹿　

美
穂

音
楽
教
育
研
究
室
は
今
年
で
５
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
音
・
音
楽
に
関
わ
る
幅
広
い
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
保
育
や
教

育
の
現
場
に
巣
立
つ
学
生
が
多
く
、
卒
論
の

テ
ー
マ
も
「
子
ど
も
と
音
楽
」
を
中
心
に
し

た
も
の
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
わ
ら
べ
う
た
に
関
す
る
一
考
察
」

「
保
育
に
お
け
る
手
遊
び
う
た
の
研
究
」「
子

ど
も
を
取
り
巻
く
音
環
境
」「
子
ど
も
向
け

音
楽
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
研
究
」
な
ど
、
保
育
所

や
幼
稚
園
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
た
実
践
的

な
研
究
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
一
方
で
、「
Ｂ

Ｇ
Ｍ
研
究
」
や
「
音
楽
受
容
の
変
化
」
な
ど
、

音
楽
学
や
音
楽
社
会
学
、
音
楽
心
理
学
の
視

点
か
ら
音
楽
に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
に
掘
り

下
げ
て
行
く
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
は
、
３
年
次
ま
で
の
音
楽
関
連
の

授
業
で
、
子
ど
も
の
音
楽
表
現
や
、
音
楽
の

基
礎
技
能
に
つ
い
て
学
ん
で
き
て
い
ま
す
。

基
礎
技
能
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
と
関
わ

る
と
き
に
大
切
に
な
る
の
が
弾
き
歌
い
の
技

術
で
す
。
毎
年
最
後
の
授
業
は
一
人
ひ
と
り

が
全
員
の
前
で
演
奏
を
す
る
「
弾
き
歌
い
発

表
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の

子
ど
も
に
向
け
た
「
子
ど
も
体
験
塾
」
で
の

音
楽
教
室
や
、
児
童
学
科
の
合
同
授
業
の
一

環
と
し
て
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
行
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
劇
な
ど
に
歌
や
音
楽
を
つ
け
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
前
で
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
一

緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
機
会
を
通
し
て
、

音
楽
の
実
践
力
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
保
育
・
教
育
現
場
で
活
躍
す
る

卒
業
生
に
は
、
ゼ
ミ
で
の
研
究
を
い
か
し
、

子
ど
も
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
い
つ
も
音
楽
が

あ
る
、
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
と
と

も
に
、
何
よ
り
自
分
が
音
楽
を
楽
し
む
姿
勢

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

東
京
家
政
学
院
大
学

 

児
童
学
科　

音
楽
教
育
研
究
室

（
山
原
麻
紀
子 

研
究
室
）

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

鈴
鹿 

美
穂
（
ス
ズ
カ 

ミ
ホ
）

 

平
成
元
年 

東
京
家
政
学
院
大
学
家
政
学
部

住
居
学
科
卒
業

建
築
家

川
島
鈴
鹿
建
築
計
画 

共
同
主
宰

http://w
w

w
.kaw

ashim
asuzuka.com
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